
「いちのせき市民モデルコレクション

(通称：イチコレ)」に参加するモデルと、

一緒にイチコレを創っていくスタッフを

募集します。詳しくはホームページを

ご覧いただくか、下記

までお問合せください。

※右のＱＲコードからも

ご覧いただけます。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2021.９
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「今となっては珍しい！？白ポスト」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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旧一関管内・中里地域の地域協働

体「中里まちづくり協議会」が２０２１年

４月にホームページを開設しました。

市民センターや地域協働体の事業紹

介、行事予定、施設

予約状況等を見る

ことができます。

ぜひご活用ください。

※右のＱＲコードからも

ご覧いただけます。

わが子の自立や就職に悩んでいる保

護者を対象に、全４回の講座を開催し

ています。前半は講師の先生による講

話、後半は講師の先生を囲んで、悩み

や不安を共有し合います。第２回目の

テーマは「わが子の特性に合わせた職

業選択への関わり方」です。

自治会や民区、集落公民館など、

地縁活動を担う組織の３役レベルの

みなさんに向けた情報交換の場「自

治会長サミット」。今年度は、これまで

の自治会長サミット内で多くあがってい

た悩みの声などをもとに、下記テーマで

情報交換を行います。完全申込制(10

月22日締切)、先着21名の定員です。

「花の駅せんまや軽トラ市」

出店者募集中

募集
中里市民センター

(中里まちづくり協議会)
ホームページ開設

情報

「語り部」

派遣依頼承ります

情報

講座

イチコレ 第２回コンテスト

モデル・スタッフ募集中

募集

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55444 -39 24405 -2

花泉 12445 -12 4716 2

川崎 3413 -5 1286 -1

千厩 10224 -6 4110 0

大東 12505 -30 4939 -10

東山 6202 -12 2303 1

室根 4591 -8 1773 0

藤沢 7416 -10 2802 -1

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 112240 -132

世帯数 46334 -11

出生数 28 -8

2021年８８８８月月月月１１１１日日日日付

(2021年７月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

厚生労働省

地域ポートステーション若者事業

「いちサポ保護者のつどい」

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：https://nakacen.jp/

※「中里市民センター公式HP」で検

索しても上位に表示されます。

問合問合問合問合：０１９１-２１-２１５２

(中里市民センター内)

日時日時日時日時：２０２１年１１月６日(土)

１３時３０分～１６時

場所場所場所場所：なのはなプラザ４階会議室

講師講師講師講師：高橋岳志さん

((一社)かんな社会事業事務所)

対象対象対象対象：わが子の自立や就職に悩む保護者

定員定員定員定員：６～８名(先着順/参加無料）

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション)

「清田花の駅軽トラ市実行委員会」

では、「花の駅せんまや軽トラ市」の出

店者を募集しています。軽トラ市は毎

月第３日曜日(一部例外あり)に行わ

れ、出店者は随時申し込みを受け付

けています。詳しくは下記まで。

自治会長サミット

Vol.１２

講座

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：https://www.center-i.org/

※「いちのせき市民活動センター イチコレ」

で検索しても上位に表示されます。

開催日開催日開催日開催日：２０２１年１１月２３日(火・祝)

モデルモデルモデルモデル申込締切申込締切申込締切申込締切：９月１５日(水)

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）

１｜二言三言｜ 一関市農業委員会 会長 伊藤公夫さん(前編)

３｜団体紹介｜ 赤荻歴史遺産保存の会

５｜地域紹介｜ 山谷自治会 （東山）

７｜企業紹介｜ 和服工房 小春屋 (千厩)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴⑭

９｜センターの自由研究｜ 末裔調査ファイル№２「宮城山福松」

今月の表紙

東山町・松川市民センター敷地内の土俵。平成元年から令和元年まで、

大相撲東関部屋の力士たちが夏の合宿としてこの地を訪れ、汗を流して

いました(今年の春場所をもって東関部屋は閉鎖)。ところで、当地域出身

の大相撲横綱がいたことをご存知でしょうか？(自由研究)

「いわいの里ガイドの会」では、自然・

風土や歴史・文化等を紹介する観光

ガイド業務のほか、一関地方の民話を

主題とした「語り部」も行っています。

語り部は派遣依頼が可能。各種イベ

ントや市民センター事

業、サロン等でご利用

ください。

※右のＱＲコードからも

ご覧いただけます。

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：http://iwainosato.web.fc2.com/

※「いわいの里ガイドの会 FC２」で検索し

ても上位に表示されます。

派遣料金派遣料金派遣料金派遣料金：２時間 ３,０００円

問合問合問合問合：０１９１-４８-５８８８

(いわいの里ガイドの会)

今後今後今後今後のののの開催予定日時開催予定日時開催予定日時開催予定日時：

２０２１年９月１９日・１０月１７日・

１１月２１日・１２月１９日

(９時～１２時まで)

会場会場会場会場：「花の駅せんまや」駐車場(広場)

(千厩町清田字境)

販売物販売物販売物販売物：野菜・果物・豆類・花木など

問合問合問合問合&&&&申込申込申込申込：０９０-３７５８-０４６９

(清田親交会事務局・千葉)

※小梨市民センターでも可(５２-２４９６)

情報交換情報交換情報交換情報交換テーマテーマテーマテーマ：

「今後の自治会費について考える

～次の総会に、今ならまだ間に合う！～」

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２１年１０月２９日(金)

１８時３０分～２０時３０分

会場会場会場会場：川崎市民センター 研修室

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）
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～農地は‘限られた資源’～農地は‘限られた資源’～農地は‘限られた資源’～農地は‘限られた資源’【【【【前編前編前編前編】】】】～～～～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

一関市農業委員会 会長※ 伊藤公夫さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹
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「

畑

」

に

な

っ

て

い

る

土

地

(

＝

耕

作

の

目

的

に

供

さ

れ

る

土

地

)

と

、

採

草

放

牧

地

が

農

地

法

の

対

象

で

、

休

耕

地

で

あ

っ

て

も

、

耕

作

目

的

に

供

さ

れ

る

と

判

断

さ

れ

れ

ば

対

象

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

れ

ら

の

土

地

を

売

買

し

た

り

、

転

用

す

る

時

に

は

農

業

委

員

会

の

許

可

が

必

要

に

な

る

の

で

す

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

下

限

面

積

が

定

め

ら

れ

て

い

る

た

め

、

全

て

が

対

象

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

実

は

令

和

２

年

３

月

ま

で

は

50

ａ

(

５

反

歩

)

以

上

の

農

地

が

対

象

で

し

た

が

、

現

在

は

10

ａ

(

1

反

歩

)

へ

と

引

き

下

げ

ら

れ

ま

し

た

。

つ

ま

り

、

今

ま

で

は

５

反

歩

以

上

じ

ゃ

な

い

と

売

買

で

き

な

か

っ

た

の

が

、

家

庭

菜

園

レ

ベ

ル

の

１

反

歩

で

も

売

買

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

５

反

歩

以

上

じ

ゃ

な

い

と

売

買

で

き

な

い

と

い

う

の

は

ど

の

よ

う

な

理

由

か

ら

で

し

ょ

う

か

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

こ

の

要

件

は

取

得

者

側

に

立

っ

た

要

件

で

す

。

農

地

の

最

適

化

を

考

え

た

時

に

、

１

反

歩

２

反

歩

の

農

地

で

は

生

産

性

が

低

い

、

つ

ま

り

農

業

で

飯

が

食

え

な

い

、

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

。

ナ

タ

も

カ

マ

も

持

た

な

い

農

業

者

が

そ

っ

ち

こ

っ

ち

に

出

て

し

ま

え

ば

、

い

ず

れ

耕

作

放

棄

地

に

つ

な

が

る

可

能

性

が

あ

る

わ

け

で

す

。

ト

ラ

ク

タ

ー

ま

で

は

持

て

な

く

て

も

、

最

低

で

も

管

理

機

く

ら

い

は

持

っ

て

ほ

し

い

。

そ

の

目

安

が

５

反

歩

だ

っ

た

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

な

る

ほ

ど

。

５

反

歩

以

上

耕

作

す

る

予

定

が

あ

る

人

に

し

か

農

地

は

持

た

せ

な

い

よ

、

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

そ

れ

を

１

反

歩

以

上

に

引

き

下

げ

た

背

景

と

い

う

の

は

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

１

反

歩

２

反

歩

程

度

の

農

地

が

欲

し

い

と

い

う

需

要

が

増

え

て

い

る

ん

で

す

。

例

え

ば

定

年

後

に

Ｕ

タ

ー

ン

し

た

次

三

男

が

、

い

ざ

家

を

取

得

し

た

ら

庭

先

か

ら

向

こ

う

は

他

人

の

敷

地

だ

っ

た

。

最

低

で

も

家

庭

菜

園

は

や

り

た

い

の

に

…
…

と

。

そ

う

い

う

要

望

を

受

け

、

１

反

歩

以

上

の

農

地

で

農

作

業

を

行

う

意

志

が

あ

れ

ば

、

農

地

を

取

得

で

き

る

こ

と

に

し

た

ん

で

す

。

こ

の

下

限

面

積

は

各

農

業

委

員

会

に

裁

量

権

が

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

移

住

者

や

Ｕ

タ

ー

ン

世

代

の

需

要

に

応

え

た

わ

け

で

す

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

最

近

は

農

家

住

宅

を

求

め

て

来

る

人

も

多

い

で

す

。

家

は

広

い

し

、

い

か

よ

う

に

も

改

造

で

き

る

。

本

宅

に

加

え

て

、

納

屋

や

蔵

ま

で

つ

い

て

き

た

り

し

て

。

逆

に

農

家

住

宅

に

住

ん

で

い

た

老

夫

婦

が

「

東

京

に

い

る

息

子

の

と

こ

ろ

に

身

を

寄

せ

る

か

ら

」

と

、

欲

し

い

人

が

い

れ

ば

い

く

ら

で

も

良

い

か

ら

処

分

し

た

い

と

希

望

す

る

ケ

ー

ス

も

増

え

て

き

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

、

市

の

空

き

家

バ

ン

ク

と

も

連

携

し

、

空

き

家

バ

ン

ク

に

登

録

さ

れ

た

家

に

付

属

し

た

農

地

に

関

し

て

は

、

１

ａ

(

１

畝

)

以

上

耕

作

す

る

の

で

あ

れ

ば

取

得

で

き

る

と

い

う

要

件

に

も

し

て

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

農

業

委

員

会

は

目

に

見

え

な

い

、

新

た

な

時

代

の

流

れ

に

も

対

応

し

て

い

る

ん

で

す

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

当

市

の

農

業

委

員

は

24

名

お

り

ま

す

が

、

農

政

専

門

委

員

会

と

農

地

専

門

委

員

会

の

二

つ

に

分

か

れ

て

い

ま

す

。

農

政

専

門

委

員

会

は

、

法

令

に

基

づ

く

議

案

を

審

議

し

た

り

、

市

長

へ

の

提

言

を

し

ま

す

し

、

農

地

専

門

委

員

会

は

「

農

地

利

用

最

適

化

推

進

委

員

」

と

連

携

し

な

が

ら

、

譲

渡

案

件

が

あ

れ

ば

、

適

正

な

農

地

運

営

が

な

さ

れ

て

い

る

か

ど

う

か

、

定

例

会

を

も

っ

て

検

討

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

例

え

ば

近

年

、

農

地

へ

の

太

陽

光

パ

ネ

ル

(

発

電

設

備

)

の

設

置

が

増

え

て

き

て

い

ま

す

が

、

農

業

委

員

会

と

し

て

は

ど

の

よ

う

な

対

応

を

し

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

設

置

後

、

草

刈

り

も

さ

れ

ず

に

荒

れ

て

い

る

場

所

も

見

か

け

る

の

で

…
…

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

他

市

町

村

で

は

２

反

歩

以

上

は

許

可

し

な

い

な

ど

、

要

件

を

つ

け

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

る

よ

う

で

す

が

、

当

市

の

場

合

、

規

模

の

要

件

は

つ

け

て

い

ま

せ

ん

。

業

者

主

導

で

の

設

置

運

用

な

の

で

、

騙

さ

れ

な

い

か

、

そ

ん

な

に

設

置

し

て

大

丈

夫

か

と

い

う

不

安

は

あ

り

ま

す

が

、

「

農

地

転

用

許

可

制

度

」

の

も

と

、

農

業

上

の

利

用

に

支

障

が

少

な

い

農

地

に

誘

導

す

る

程

度

で

、

申

請

が

あ

っ

た

分

は

や

む

を

得

な

い

と

い

う

状

況

で

す

。

た

だ

し

、

10

～

20

年

後

に

は

必

ず

撤

去

す

る

こ

と

に

な

る

の

で

、

契

約

時

に

撤

去

費

用

だ

け

は

先

に

も

ら

う

こ

と

を

指

導

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

な

ん

で

す

ね

。

ち

な

み

に

今

年

、

休

耕

地

が

例

年

以

上

に

目

に

つ

く

の

で

す

が

、

米

価

の

下

落

に

伴

う

生

産

調

整

の

よ

う

な

も

の

が

か

か

っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

？

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

直

接

的

な

生

産

調

整

は

な

い

で

す

が

、

こ

れ

以

上

米

価

が

下

が

ら

な

い

よ

う

に

、

国

か

ら

県

へ

、

県

か

ら

各

市

町

村

へ

の

圧

力

は

感

じ

ま

す

。

国

は

「

行

政

に

よ

る

生

産

数

量

目

標

の

配

分

に

頼

ら

ず

、

生

産

者

や

集

荷

業

者

・

団

体

が

中

心

と

な

っ

て

需

要

に

応

じ

た

生

産

を

」

と

い

う

呼

び

か

け

に

留

め

て

い

ま

す

が

、

水

田

を

活

用

し

て

麦

や

大

豆

、

飼

料

用

米

等

の

戦

略

作

物

を

生

産

す

る

と

助

成

金

が

交

付

さ

れ

る

な

ど

、

事

実

上

は

水

稲

栽

培

を

減

ら

せ

と

い

う

こ

と

。

米

価

が

下

が

っ

て

も

補

填

は

し

な

い

と

い

う

意

味

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

れ

も

あ

っ

て

、

農

協

を

介

さ

ず

に

産

直

や

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

個

人

売

買

を

す

る

人

が

増

え

て

い

る

ん

で

し

ょ

う

ね

。

伊

藤

伊

藤

伊

藤

伊

藤

一

番

米

価

が

良

か

っ

た

時

は

30

㎏

で

１

万

２

千

円

く

ら

い

し

た

ん

で

す

。

今

は

そ

の

半

分

。

川

崎

の

メ

ダ

カ

米

で

す

ら

７

５

０

０

円

。

せ

め

て

１

万

円

は

な

い

と

、

生

産

者

は

生

き

て

い

け

な

い

で

す

よ

ね

。

【

次

号

へ

つ

づ

く

】

２

/ 112,240

二言

三言

※

１

※２ 田や畑の耕耘を目的とした農業機械の一つで、各種作業機との連結を前提としたものを指すことも(ここでは小型の耕うん機を指す)。

※３ 担当区域における農地等の利用の最適化の推進を担当(現場活動)する。平成28年より設置された。

平成24年９月から令和３年９月19日まで、一関市

農業委員会会長を３期９年務める。高校卒業後、1

年間の専業農家を経て、公務員となるが、以降も兼

業農家として農業(水稲)に従事。東山町松川三室出

身・在住。昭和18年生まれ。

※１ 小作料を払って他人の土地を借り、そこを耕作する「小作農家」に対し、自分の土地を耕作する農家。

一

関

市

農

業

委

員

会

一

関

市

農

業

委

員

会

一

関

市

農

業

委

員

会

一

関

市

農

業

委

員

会

住

所

住

所

住

所

住

所

一

関

市

竹

山

町

７

-

２

電

話

電

話

電

話

電

話

０

１

９

１-

２

１

-

８

６

９

２

※

２

※令和3年9月19日で任期満了

※

３



さ

れ

た

背

景

を

知

り

、

「

こ

の

碑

を

こ

の

ま

ま

倒

し

て

お

く

わ

け

に

は

い

か

な

い

」

と

い

う

思

い

が

強

く

な

り

ま

す

。

ま

た

、

調

査

過

程

で

赤

荻

地

区

の

至

る

と

こ

ろ

に

石

碑

等

が

が

放

置

さ

れ

て

い

る

現

状

を

知

っ

た

剛

一

さ

ん

は

、

同

じ

思

い

を

持

つ

地

元

住

民

と

調

査

保

存

の

活

動

を

開

始

。

平

成

26

年

度

の

「

い

ち

の

せ

き

元

気

な

地

域

づ

く

り

事

業

」

で

赤

荻

の

歴

史

遺

産

に

関

す

る

調

査

・

保

存

が

取

り

上

げ

ら

れ

た

こ

と

も

後

押

し

と

な

り

、

地

元

有

志

11

人

で

同

会

を

発

足

さ

せ

ま

し

た

。

発

足

後

、

真

っ

先

に

着

手

し

た

の

が

山

道

と

碑

周

辺

の

環

境

整

備

で

し

た

。

何

十

年

と

人

が

入

ら

ず

、

荒

れ

放

題

と

な

っ

て

い

た

所

を

整

備

し

、

平

成

26

年

９

月

、

地

元

住

民

を

中

心

に

現

地

見

学

会

を

開

催

。

参

加

者

か

ら

は

「

長

年

住

む

場

所

に

こ

ん

な

碑

が

あ

る

と

は

思

い

も

よ

ら

な

か

っ

た

」

と

い

う

驚

き

の

声

が

多

数

あ

が

っ

た

と

言

い

ま

す

。

平

成

27

年

６

月

、

か

ね

て

か

ら

計

画

し

て

い

た

碑

を

建

て

直

す

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

が

本

格

始

動

。

地

元

企

業

に

復

建

の

依

頼

を

し

、

同

年

７

月

12

日

、

お

披

露

目

会

を

兼

ね

た

再

建

式

を

行

い

ま

し

た

。

こ

の

日

は

、

建

碑

さ

れ

た

明

治

28

年

７

月

12

日

か

ら

数

え

て

、

ち

ょ

う

ど

１

２

０

年

の

節

目

に

あ

た

り

、

同

会

に

と

っ

て

も

感

慨

深

い

日

と

な

り

ま

し

た

。

同

会

は

定

期

的

な

勉

強

会

や

山

目

市

民

セ

ン

タ

ー

事

業

へ

の

協

力

の

ほ

か

、

「

歴

史

遺

産

」

周

辺

の

環

境

整

備

や

見

学

事

業

の

開

催

、

地

区

内

に

伝

わ

る

風

習

等

の

調

査

も

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

一

関

学

習

交

流

館

に

地

区

内

の

「

歴

史

遺

産

」

を

紹

介

す

る

案

内

板

や

当

該

遺

産

の

周

辺

に

標

柱

を

設

置

す

る

な

ど

、

誰

も

が

気

軽

に

赤

荻

の

歴

史

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

な

取

り

組

み

も

。

案

内

板

に

は

、

平

安

時

代

に

開

削

さ

れ

た

と

伝

え

ら

れ

る

用

水

路

「

照

井

堰

」

で

稼

働

し

て

い

た

水

車

の

名

前

と

跡

地

18

か

所

を

一

覧

に

し

た

ほ

か

、

石

碑

や

寺

社

、

樹

木

な

ど

を

赤

荻

地

区

の

上

空

写

真

と

一

緒

に

紹

介

。

剛

一

さ

ん

は

、

「

文

献

に

は

石

碑

な

ど

の

場

所

を

示

す

内

容

が

記

さ

れ

て

い

る

が

、

い

ざ

そ

の

場

所

に

行

こ

う

と

思

っ

て

も

難

し

い

。

い

か

に

親

し

み

や

す

く

分

か

り

や

す

く

伝

え

る

か

が

大

事

」

と

語

り

ま

す

。

同

会

が

発

足

し

て

７

年

。

「

赤

荻

地

区

に

眠

っ

て

い

る

『

歴

史

遺

産

』

を

な

ん

と

か

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

」

と

勢

い

良

く

活

動

し

て

き

ま

し

た

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

事

業

が

ス

ト

ッ

プ

。

会

員

の

ほ

と

ん

ど

が

高

齢

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

一

度

勢

い

が

止

ま

っ

て

し

ま

っ

た

こ

と

に

不

安

を

感

じ

な

が

ら

も

、

少

し

ず

つ

事

業

を

再

開

さ

せ

始

め

ま

し

た

。

赤

荻

の

「

歴

史

遺

産

」

を

後

世

に

伝

え

・

残

し

続

け

る

た

め

、

今

後

は

人

材

育

成

に

も

力

を

注

ぎ

、

時

代

に

合

っ

た

や

り

方

で

地

元

の

魅

力

を

発

信

し

て

い

き

た

い

と

意

気

込

む

同

会

。

「

地

元

の

歴

史

を

伝

え

る

の

が

自

分

た

ち

の

役

目

」

と

、

誇

り

を

持

っ

て

次

世

代

へ

語

り

継

い

で

い

き

ま

す

。

阿部克郎阿部克郎阿部克郎阿部克郎さんさんさんさん

郷土の歴史を調べるの

が好きだと言う阿部さ

んは、赤荻に眠る「歴

史遺産」の魅力に心奪

われ、会の発足にも尽

力しました。

高橋正義高橋正義高橋正義高橋正義さんさんさんさん

生まれも育ちも赤荻と

いうこともあり、会の

中でも一番を競うほど

の郷土愛！今後も会の

先頭に立ち、会を牽引

していきます。

市

道

中

条

外

山

線

(

工

事

中

)

付

近

の

雑

木

林

の

中

に

静

か

に

建

つ

「

赤

荻

護

國

会

碑

」

と

書

か

れ

た

巨

大

な

石

碑

。

日

清

戦

争

時

、

徴

兵

策

を

推

進

す

る

た

め

に

建

て

ら

れ

た

こ

の

碑

は

、

幕

臣

だ

っ

た

榎

本

武

揚

が

題

字

を

篆

刻

し

、

学

者

の

大

槻

如

電

が

碑

文

を

作

っ

た

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

碑

の

建

つ

一

帯

は

「

烏

森

」

と

呼

ば

れ

、

大

正

時

代

に

は

笹

谷

・

外

山

・

宿

の

青

年

た

ち

が

集

ま

っ

て

大

運

動

会

を

開

い

て

い

た

こ

と

が

『

山

目

史

』

に

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

今

で

こ

そ

、

赤

荻

地

区

(

赤

荻

村

)

の

歴

史

を

垣

間

見

る

こ

と

が

で

き

る

場

所

と

な

っ

た

当

該

エ

リ

ア

で

す

が

、

実

は

約

７

年

前

ま

で

人

目

を

浴

び

な

い

、

荒

れ

果

て

た

状

態

で

し

た

。

埋

も

れ

か

け

た

歴

史

遺

産

を

掘

り

起

こ

す

べ

く

、

地

元

住

民

で

立

ち

上

げ

た

の

が

今

回

取

材

し

た

「

赤

荻

歴

史

遺

産

保

存

の

会

」

で

す

。

事

務

局

の

佐

藤

剛

一

さ

ん

に

当

該

歴

史

遺

産

を

ご

案

内

い

た

だ

き

な

が

ら

、

会

の

活

動

に

つ

い

て

伺

い

ま

し

た

。

平

成

20

年

頃

、

運

動

不

足

解

消

の

た

め

、

自

宅

近

く

の

山

道

を

歩

い

て

い

た

剛

一

さ

ん

は

、

密

生

す

る

笹

の

中

に

、

ま

ば

ら

に

し

か

生

え

て

い

な

い

場

所

を

見

つ

け

ま

す

。

明

ら

か

に

周

り

と

は

生

え

方

が

違

う

こ

と

に

違

和

感

を

覚

え

た

剛

一

さ

ん

。

藪

の

中

を

突

き

進

む

と

、

自

分

の

背

丈

の

倍

は

あ

る

「

赤

荻

護

國

会

碑

」

を

発

見

！

突

然

現

れ

た

碑

に

驚

き

、

ど

う

し

て

こ

ん

な

山

の

上

に

碑

が

あ

る

の

か

と

様

々

な

疑

問

を

抱

き

な

が

ら

も

、

こ

の

時

は

そ

の

ま

ま

帰

路

に

つ

き

ま

し

た

。

そ

れ

か

ら

３

年

後

、

退

職

を

き

っ

か

け

に

再

び

碑

の

元

へ

。

す

る

と

、

東

日

本

大

震

災

の

影

響

か

、

碑

が

仰

向

け

に

倒

壊

し

て

い

た

の

で

す

。

碑

に

何

が

彫

り

刻

ま

れ

て

い

る

か

、

解

読

は

で

き

な

か

っ

た

も

の

の

、

そ

の

姿

を

見

た

剛

一

さ

ん

は

「

赤

荻

に

と

っ

て

大

事

な

歴

史

を

語

り

か

け

て

い

る

の

で

は

」

と

感

じ

た

の

だ

と

か

。

そ

の

後

、

碑

に

関

す

る

文

献

や

地

元

住

民

へ

の

聞

き

取

り

な

ど

で

碑

が

建

立

３４

団体

紹介

赤荻歴史遺産保存赤荻歴史遺産保存赤荻歴史遺産保存赤荻歴史遺産保存のののの会会会会

平成26年８月２日発足。現在の会員は20

名ほどで、赤荻地区内を中心に活動中。文

化財問わず、文化的・自然的に価値あるも

のを「歴史遺産」とし、後世に語り継いで

いくための事業を展開している。

地

元

地

元

地

元

地

元

のののの

「「「「

誇誇誇誇

りりりり

」」」」

をををを

後

世

後

世

後

世

後

世

にににに

残残残残

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

発

足

の

契

機

と

な

っ

た

「

赤

荻

護

國

会

碑

」

- Photo gallery -gallery -

自

分

自

分

自

分

自

分

とととと

次

世

代

次

世

代

次

世

代

次

世

代

の

た

め

に

の

た

め

に

の

た

め

に

の

た

め

に

剛

一

さ

ん

が

ま

と

め

た

調

査

の

記

録

本

。

知

識

が

な

い

方

に

も

分

か

り

や

す

い

内

容

で

す

。

読

ん

で

み

た

い

方

は

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

巨

大

石

碑

巨

大

石

碑

巨

大

石

碑

巨

大

石

碑

のののの

謎謎謎謎

同

会

発

足

の

き

っ

か

け

と

な

っ

た

赤

荻

護

國

会

碑

。

高

さ

４

ｍ

50

㎝

、

横

１

ｍ

80

㎝

の

石

碑

を

誰

が

ど

の

よ

う

に

設

置

し

た

か

は

謎

の

ま

ま

…

。

地

元

住

民

地

元

住

民

地

元

住

民

地

元

住

民

をををを

対

象

対

象

対

象

対

象

にににに

今

年

度

初

め

て

の

主

催

事

業

を

７

月

18

日

に

開

催

。

正

慶

山

観

音

寺

か

ら

経

壇

山

ま

で

の

山

道

に

は

歴

史

を

感

じ

る

ス

ポ

ッ

ト

が

い

っ

ぱ

い

！

地

元

地

元

地

元

地

元

のののの

歴

史

歴

史

歴

史

歴

史

をををを

紹

介

紹

介

紹

介

紹

介

全

31

か

所

の

「

歴

史

遺

産

」

を

解

説

文

付

き

で

紹

介

す

る

案

内

板

は

、

山

目

市

民

セ

ン

タ

ー

赤

荻

分

館

の

体

育

館

横

に

設

置

さ

れ

て

い

ま

す

。

Ｑ.あなたにとって赤荻の歴史とは？

会長会長会長会長 副会長副会長副会長副会長

赤荻歴史遺産保存の会

歴

史

が

繋

い

だ

軌

跡

たかはし まさよし あべ かつろう

Ａ.温故知新
Ａ.郷土愛

「

地

元

の

歴

史

を

伝

え

る

」

自

分

た

ち

の

役

目

を

繋

い

で
〒021-0041 一関市赤荻字宿17-4

TEL：080-1837-6740(事務局：佐藤剛一)

写真：「赤荻護國会碑」前での記念写真

※会員以外の人も含む



坂

第

３

区

が

３

連

覇

を

達

成

し

て

い

ま

す

。

「

食

」

に

関

す

る

事

業

も

充

実

。

農

家

組

合

と

連

携

し

、

11

月

に

開

催

す

る

「

自

治

会

・

農

家

組

合

合

同

農

産

物

展

示

会

」

で

は

、

丹

精

込

め

て

作

っ

た

農

産

物

を

披

露

す

る

と

と

も

に

即

売

会

を

開

催

。

そ

の

後

の

反

省

会

(

飲

み

会

)

も

楽

し

み

の

一

つ

な

の

だ

と

か

。

自

治

会

員

で

組

織

す

る

「

そ

ば

の

会

」

で

は

、

住

民

の

交

流

促

進

と

休

耕

田

の

利

活

用

を

目

的

に

平

成

22

年

か

ら

約

40

ａ

の

畑

で

ソ

バ

の

栽

培

を

行

っ

て

お

り

、

「

新

そ

ば

を

味

わ

う

懇

談

会

」

を

毎

年

２

回

開

催

。

手

間

暇

か

け

て

収

穫

・

製

麺

し

た

手

打

そ

ば

は

味

の

評

判

も

良

く

、

毎

回

会

場

(

自

治

会

館

)

が

満

員

に

な

る

ほ

ど

大

盛

況

な

の

だ

と

か

。

さ

ら

に

、

冬

に

は

自

治

会

館

の

隣

に

あ

る

工

房

で

「

と

う

ふ

の

会

(

自

治

会

有

志

)

」

が

手

作

り

の

豆

腐

を

作

る

な

ど

、

集

落

内

の

各

種

組

織

が

「

食

」

を

通

じ

た

交

流

の

機

会

を

創

出

し

、

生

き

が

い

づ

く

り

に

も

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

自

治

会

発

足

以

前

か

ら

、

集

落

内

に

あ

る

東

山

中

学

校

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

を

会

場

に

「

盆

踊

り

大

会

」

を

開

催

し

て

い

た

同

自

治

会

。

約

20

年

前

、

集

落

内

に

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

が

落

成

す

る

と

、

入

所

者

と

地

域

住

民

と

の

交

流

の

機

会

を

創

出

す

べ

く

、

同

施

設

の

夏

祭

り

で

行

わ

れ

る

盆

踊

り

に

自

治

会

と

し

て

参

加

す

る

と

い

う

形

式

に

(

長

平

自

治

会

も

参

加

)

。

集

落

の

歴

史

が

発

展

的

に

継

続

さ

れ

て

い

ま

す

。

副

会

長

の

鈴

木

幸

太

郎

さ

ん

は

、

副

会

長

に

就

任

し

て

か

ら

の

８

年

間

を

「

一

番

に

楽

し

か

っ

た

こ

と

は

地

区

の

み

ん

な

と

地

区

民

運

動

会

に

参

戦

し

た

こ

と

で

す

ね

。

３

連

覇

な

ん

て

そ

う

簡

単

に

で

き

な

い

こ

と

で

す

か

ら

。

あ

と

、

老

人

ホ

ー

ム

の

お

年

寄

り

の

方

々

と

交

流

で

き

る

の

も

こ

の

地

区

な

ら

で

は

だ

と

思

い

ま

す

。

研

修

旅

行

で

奥

州

市

胆

沢

の

胆

沢

ダ

ム

や

温

泉

に

行

っ

た

こ

と

も

良

か

っ

た

で

す

ね

」

と

、

楽

し

そ

う

に

振

り

返

り

ま

す

。

集

落

内

の

市

営

住

宅

に

は

若

い

世

帯

が

多

い

た

め

、

子

ど

も

も

多

い

同

自

治

会

。

山

谷

子

ど

も

会

で

は

、

子

ど

も

た

ち

の

自

然

学

習

の

機

会

と

し

て

、

夏

に

は

「

蛍

の

鑑

賞

会

」

、

冬

に

は

「

鮭

の

稚

魚

の

放

流

」

を

行

う

な

ど

、

集

落

内

を

流

れ

る

山

谷

川

を

有

効

活

用

し

て

い

ま

す

。

上

記

事

業

の

ほ

か

、

資

源

回

収

で

も

子

ど

も

会

と

自

治

会

が

連

携

し

、

関

係

性

構

築

に

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

市

営

住

宅

に

居

住

し

て

い

る

若

い

方

は

山

谷

地

区

に

来

て

か

ら

日

が

浅

く

、

自

治

会

活

動

へ

の

参

加

を

躊

躇

す

る

こ

と

も

。

そ

れ

で

も

鈴

木

さ

ん

は

、

「

若

い

方

で

班

長

の

役

に

就

き

、

進

ん

で

自

治

会

活

動

に

参

加

し

て

く

れ

る

方

も

い

ま

す

し

、

農

産

物

の

品

評

会

で

は

若

い

世

帯

の

方

も

協

力

し

て

く

れ

ま

す

」

と

、

現

状

の

若

い

世

代

の

関

わ

り

方

を

認

め

な

が

ら

、

今

後

の

若

き

リ

ー

ダ

ー

の

育

成

に

力

を

入

れ

る

意

気

込

み

を

見

せ

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会副会長自治会副会長自治会副会長自治会副会長

鈴木幸太郎鈴木幸太郎鈴木幸太郎鈴木幸太郎さんさんさんさん

４期８年目。自治会長

をサポートしながら、

交通安全協会長坂分会

の理事も務める鈴木さ

ん。地元企業に勤務し

ながら地域活動に関わ

り続けています。

佐藤久耕佐藤久耕佐藤久耕佐藤久耕さんさんさんさん

３期６年目。旧東山町

時代には助役を務める

など、長年地域の発展

に貢献。旧東山町時代

の歴史にも詳しい地元

愛あふれる一人。

自

然

豊

か

な

山

あ

い

に

清

流

が

流

れ

る

北

山

谷

と

、

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

、

市

営

住

宅

な

ど

の

公

共

施

設

が

立

地

す

る

南

山

谷

と

い

う

二

つ

の

顔

を

持

つ

山

谷

自

治

会

。

無

形

文

化

遺

産

「

東

山

和

紙

」

の

職

人

が

東

山

町

内

で

は

家

業

と

し

て

最

後

ま

で

残

っ

た

集

落

で

も

あ

り

ま

す

。

60

年

ほ

ど

前

、

国

策

会

社

・

東

北

開

発

㈱

(

現

・

三

菱

マ

テ

リ

ア

ル

)

の

セ

メ

ン

ト

工

場

誘

致

合

戦

に

旧

東

山

町

も

参

戦

。

昭

和

33

年

に

誘

致

す

る

と

、

山

谷

地

区

に

も

20

戸

ほ

ど

の

社

宅

が

建

て

ら

れ

ま

し

た

。

10

年

後

に

は

町

営

住

宅

(

当

時

)

が

建

設

さ

れ

、

今

も

38

世

帯

の

市

営

住

宅

が

並

び

ま

す

。

東

山

町

に

お

い

て

、

各

集

落

に

「

自

治

会

」

と

い

う

名

称

の

組

織

が

作

ら

れ

た

の

は

、

平

成

17

年

の

新

一

関

市

誕

生

後

で

あ

り

、

山

谷

自

治

会

も

同

時

期

に

発

足

し

ま

し

た

。

部

会

は

設

け

ず

、

納

税

組

合

、

農

家

組

合

、

子

ど

も

会

、

老

人

ク

ラ

ブ

、

婦

人

会

な

ど

、

各

種

団

体

が

対

等

な

立

場

で

持

ち

味

を

活

か

し

な

が

ら

地

域

を

支

え

る

体

制

を

と

る

同

自

治

会

。

定

期

総

会

や

新

年

交

賀

会

等

の

主

要

事

業

に

は

、

基

本

的

に

全

戸

が

出

席

す

る

な

ど

、

地

域

活

動

へ

の

関

心

の

高

さ

が

う

か

が

え

ま

す

。

「

東

山

町

民

運

動

会

」

の

ほ

か

、

「

東

山

地

区

行

政

区

対

抗

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

(

東

山

地

区

体

育

協

会

主

催

)

」

「

朝

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会

(

東

山

町

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

協

会

)

」

が

あ

る

な

ど

、

運

動

を

通

じ

た

交

流

の

機

会

が

多

い

東

山

町

。

同

自

治

会

で

は

そ

れ

ら

へ

の

参

加

(

有

志

参

加

含

む

)

に

加

え

て

、

年

に

１

回

、

唐

梅

館

総

合

公

園

で

「

パ

ー

ク

ゴ

ル

フ

大

会

」

を

開

催

す

る

な

ど

、

ス

ポ

ー

ツ

事

業

に

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

行

政

区

対

抗

の

事

業

で

は

、

同

じ

長

坂

第

３

区

の

長

平

自

治

会

と

連

携

を

と

り

な

が

ら

参

戦

す

る

た

め

、

会

を

越

え

た

交

流

の

機

会

と

し

て

も

機

能

。

地

区

別

に

開

催

さ

れ

る

東

山

町

民

運

動

会

で

は

、

平

成

29

年

～

令

和

元

年

ま

で

、

長

山谷自治会

５６

各

種

団

体

各

種

団

体

各

種

団

体

各

種

団

体

がががが

横

並

横

並

横

並

横

並

び

で

び

で

び

で

び

で

、、、、

老老老老

い

も

い

も

い

も

い

も

若若若若

き

も

き

も

き

も

き

も

楽楽楽楽

し

く

し

く

し

く

し

く

合

併

を

機

に

「

自

治

会

」

と

し

て

新

た

な

ス

タ

ー

ト

- Photo gallery -gallery -

お

ら

ほ

の

お

ら

ほ

の

お

ら

ほ

の

お

ら

ほ

の

神

社

神

社

神

社

神

社

もももも

綺

麗

綺

麗

綺

麗

綺

麗

にににに

山

谷

老

人

ク

ラ

ブ

で

は

月

１

回

、

地

区

内

２

か

所

の

神

社

(

熊

野

神

社

・

白

幡

神

社

)

と

自

治

会

館

周

辺

を

清

掃

し

、

陰

な

が

ら

地

域

を

支

え

ま

す

。

人人人人

もももも

車車車車

もももも

気

持

気

持

気

持

気

持

ち

よ

く

ち

よ

く

ち

よ

く

ち

よ

く

前

沢

町

と

東

山

町

内

を

結

ぶ

県

道

も

あ

る

同

地

区

。

５

つ

の

班

ご

と

に

年

３

回

道

路

周

辺

の

清

掃

を

実

施

し

、

環

境

維

持

に

努

め

て

い

ま

す

。

昔昔昔昔

な

が

ら

の

な

が

ら

の

な

が

ら

の

な

が

ら

の

豆

腐

作

豆

腐

作

豆

腐

作

豆

腐

作

りりりり

か

つ

て

は

各

家

庭

で

行

わ

れ

て

い

た

豆

腐

作

り

を

継

承

す

べ

く

、

「

と

う

ふ

の

会

」

が

２

月

に

豆

腐

作

り

。

各

家

庭

に

無

償

配

布

し

て

い

ま

す

。

中

学

校

前

中

学

校

前

中

学

校

前

中

学

校

前

バ

ス

バ

ス

バ

ス

バ

ス

亭

花

壇

亭

花

壇

亭

花

壇

亭

花

壇

自

治

会

の

花

壇

は

「

母

ち

ゃ

ん

の

花

畑

会

(

自

治

会

有

志

25

人

)

」

が

管

理

。

市

の

花

い

っ

ぱ

い

コ

ン

ク

ー

ル

で

は

入

賞

の

常

連

で

す

。

地域

紹介

山谷自治会山谷自治会山谷自治会山谷自治会((((長坂長坂長坂長坂))))

東山町長坂のほぼ中央、唐梅館総合公園の

西に位置する自治会。81世帯約260人が暮ら

し、うち38世帯は市営住宅。自治会は会長、

副会長、事務局、班長(５班体制)、監事、会

員で構成。行政区は長平自治会と２自治会で

長坂第３区。

東山

時

代

の

変

遷

と

と

も

に

子

ど

も

も

大

人

も

競

っ

て

、

食

べ

て

、

学

ぶ

すずき こうたろう さとう きゅうこう

Ａ.実行力 Ａ.和

左の写真：集落内にある特別養護老人ホームの夏祭り

に参加したときの様子(平成30年）

監査監査監査監査



「

一

人

で

も

多

く

の

方

々

に

、

着

物

に

興

味

を

持

っ

て

も

ら

い

た

い

。

着

物

を

着

用

し

、

日

本

衣

装

の

素

晴

ら

し

さ

を

も

っ

と

も

っ

と

身

近

に

感

じ

て

ほ

し

い

。

着

物

を

普

段

着

と

し

て

楽

し

ん

で

も

ら

え

た

ら

」

と

語

る

の

は

、

和

服

工

房

小

春

屋

代

表

の

小

山

富

二

子

さ

ん

。

学

生

時

代

か

ら

手

先

が

器

用

で

、

モ

ノ

づ

く

り

が

得

意

だ

っ

た

富

二

子

さ

ん

は

、

そ

の

得

意

分

野

を

活

か

し

た

手

仕

事

を

自

ら

の

生

業

に

し

よ

う

と

、

東

京

で

住

み

込

み

を

し

な

が

ら

和

裁

技

術

を

習

得

。

国

家

資

格

で

あ

る

和

裁

技

能

士

１

級

や

和

裁

教

員

免

許

を

取

得

し

た

後

、

実

家

(
室

根

町

)

に

帰

郷

し

ま

す

。

当

初

は

実

家

を

和

服

縫

製

作

業

の

拠

点

と

し

て

い

ま

し

た

が

、

昭

和

61

年

に

現

住

所

で

工

房

を

構

え

る

と

、

同

じ

く

和

裁

を

得

意

と

す

る

知

人

や

、

和

裁

を

学

び

た

い

と

い

う

人

(

生

徒

)

数

名

で

、

気

仙

沼

市

の

呉

服

店

や

仙

台

市

内

の

着

付

け

学

校

な

ど

か

ら

依

頼

を

請

け

負

う

よ

う

に

。

一

般

着

物

・

振

袖

・

留

袖

・

和

装

コ

ー

ト

・

男

物

・

帯

・

作

務

衣

等

の

寸

法

直

し

、

仕

立

て

直

し

や

、

染

め

・

シ

ミ

抜

き

・

洗

い

張

り

な

ど

、

す

べ

て

の

依

頼

を

手

縫

い

・

手

作

業

で

仕

上

げ

て

い

き

ま

す

。

日

本

の

「

民

族

衣

装

」

と

も

言

え

る

「

着

物

」

で

す

が

、

「

普

段

着

」

で

は

な

く

、

「

品

位

の

あ

る

特

別

な

衣

装

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

強

く

な

っ

て

い

る

現

代

。

「

普

段

着

が

洋

服

に

な

り

、

着

物

が

日

常

的

に

も

着

用

で

き

る

衣

服

だ

と

い

う

意

識

は

薄

れ

て

し

ま

っ

た

」

と

、

残

念

が

る

富

二

子

さ

ん

。

少

し

で

も

日

常

使

い

し

や

す

い

よ

う

に

と

、

現

在

力

を

入

れ

て

い

る

の

が

着

物

の

リ

メ

イ

ク

で

す

。

お

客

様

の

思

い

出

の

詰

ま

っ

た

着

物

や

羽

織

物

が

、

普

段

着

と

し

て

使

え

る

洋

服

な

ど

に

大

変

身

！

そ

の

素

材

や

柄

な

ど

を

活

か

し

、

ご

要

望

に

合

わ

せ

て

リ

メ

イ

ク

し

て

お

り

、

着

物

が

日

常

使

い

で

き

る

よ

う

に

な

る

だ

け

で

な

く

、

和

服

縫

製

技

術

の

継

承

に

も

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

長

女

の

春

日

さ

ん

の

名

前

に

ち

な

ん

で

命

名

さ

れ

た

「

小

春

屋

」

。

「

工

房

で

着

物

の

仕

立

て

を

し

て

い

る

母

の

姿

を

見

な

が

ら

育

っ

た

」

と

話

す

春

日

さ

ん

は

、

「

私

も

い

つ

か

、

着

物

に

携

わ

る

仕

事

に

就

き

た

い

」

と

い

う

想

い

か

ら

、

高

校

卒

業

後

、

東

京

で

和

服

縫

製

の

修

業

を

し

、

和

裁

技

能

士

１

級

を

取

得

。

地

元

に

戻

り

母

の

下

で

修

行

を

続

け

る

中

で

、

和

装

縫

製

と

い

う

日

本

の

伝

統

技

術

や

着

物

の

素

晴

ら

し

さ

を

「

残

し

た

い

、

守

り

続

け

な

け

れ

ば

」

と

い

う

思

い

が

増

し

、

工

房

を

継

ぐ

決

意

を

し

ま

す

。

着

物

・

羽

織

物

の

反

物

か

ら

の

仕

立

て

は

工

程

全

て

を

手

縫

い

で

行

っ

て

お

り

、

２

～

３

日

か

け

て

完

成

さ

せ

ま

す

。

ま

た

、

今

あ

る

着

物

や

羽

織

物

を

ほ

ど

い

て

、

新

し

い

着

物

や

羽

織

物

に

生

ま

れ

変

わ

ら

せ

る

「

仕

立

て

直

し

」

に

も

対

応

。

「

和

服

は

洋

服

と

異

な

り

、

生

地

を

裁

断

せ

ず

に

縫

い

込

ん

で

い

る

た

め

、

ほ

ど

い

て

並

べ

る

と

反

物

の

形

に

な

り

ま

す

。

そ

の

た

め

、

サ

イ

ズ

に

変

化

が

あ

っ

て

も

、

お

仕

立

て

直

し

を

す

る

こ

と

で

新

た

な

命

が

吹

き

込

ま

れ

る

の

で

す

」

と

春

日

さ

ん

。

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

使

い

、

着

物

の

魅

力

や

和

装

士

の

技

術

、

リ

メ

イ

ク

品

情

報

な

ど

を

積

極

的

に

発

信

す

る

母

娘

は

、

「

た

く

さ

ん

の

人

に

興

味

を

持

っ

て

い

た

だ

け

れ

ば

嬉

し

い

で

す

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

７

企業

紹介

和服工房 小春屋花泉

自宅兼工房にて、一般着物の仕立てや仕立直しのほか、着物のリメイク(洋服

や小物等)や販売など、手作業による一点物の和服縫製業を営む。東京で和裁の

技術を学んだ小山富二子さんが工房を立ち上げ、現在は長女の春日(はるか)さ

んも職人として工房を切り盛りする。また、地元の職業訓練校が開催する和裁

教室(毎週金曜日)の講師も務め、「着物」という日本の伝統と文化の継承に貢

献しています。着物を着る機会が激減している中、少しでも着物に興味関心を

持ってもらえるよう、リメイク着物などの情報発信にも注力。同工房のリメイ

ク着物作品は、同店舗ほか、「道の駅むろね」でも購入可能。

多多多多くのくのくのくの人人人人にににに着物着物着物着物のののの良良良良ささささ、、、、楽楽楽楽しさをしさをしさをしさを知知知知ってほしいってほしいってほしいってほしい

ご

要

望

に

お

応

え

で

き

る

工

房

と

し

て

１

あぐらをかいて足の親指と人差し

指で布を挟み引っ張りながら仕立

てる方法「男仕立て」

DATA

〒029-0801

一関市千厩町清田字下大持127-8

TEL＆FAX 0191-53-2932

HP https://www.koharu-ya.com/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第30303030話話話話

地域運営の落とし穴⑭
今月のテーマ

仕立てた着物と着物リメイク作品

代表の小山富二子さんと娘の春日

さん

ワークショップの落とし穴② ～そのワークショップ、住民の負担を増やすだけ⁉～

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

「

非

日

常

の

特

別

な

衣

装

」

を

「

非

日

常

を

楽

し

め

る

衣

装

」

へ

当センターは地域づくりやまちづくりに関連する様々な「ワークショップ(前号参照)」をさせていただいてい

ますが、いつも気になるのがワークショップのワークショップのワークショップのワークショップの「「「「目的目的目的目的」」」」です。

ワークショップは、‘‘‘‘何何何何をををを目的目的目的目的にににに、、、、何何何何をををを話話話話しししし合合合合いいいい、、、、そのそのそのその話話話話しししし合合合合いのいのいのいの結果結果結果結果をどのようにをどのようにをどのようにをどのように取取取取りりりり扱扱扱扱っていくのかっていくのかっていくのかっていくのか’’’’とととと

いういういういう「「「「プロセスプロセスプロセスプロセス」」」」をををを、、、、事前事前事前事前にににに丁寧丁寧丁寧丁寧にににに創創創創りこむことがりこむことがりこむことがりこむことが重要重要重要重要なのですが、ワークショップを開催したいという相談を

いただき、お話を伺うと、その多くが「「「「‘‘‘‘課題課題課題課題’’’’をワークショップをワークショップをワークショップをワークショップ形式形式形式形式でででで話話話話しししし合合合合わせたいわせたいわせたいわせたい」」」」というオーダーです。

市民(住民)をせっかく集めるのだから、いまの現状や課題について聞きたいという気持ちは分かるのですが、

ワークショップ開催の度に「課題を聞かせてください」と言われる市民は、「「「「何度何度何度何度もももも同同同同じことをじことをじことをじことを話話話話しししし合合合合わせられわせられわせられわせられ

るがるがるがるが、、、、過去過去過去過去のワークショップでのワークショップでのワークショップでのワークショップで出出出出したしたしたした課題課題課題課題についてはについてはについてはについては、、、、何何何何かかかか取取取取りりりり組組組組まれたのかまれたのかまれたのかまれたのか？」？」？」？」となってしまいます。

日頃現場に立つ我々は、「10年も前から課題を出し合っているが、10101010年前年前年前年前からのからのからのからの課題課題課題課題がそのままになっているがそのままになっているがそのままになっているがそのままになっている

ことこそがことこそがことこそがことこそが課題課題課題課題である」というご意見をいただくこともしばしば。

テーマによっては課題から話し合うことも必要ですが、ワークショップが様々な場面で行われるようになった

昨今、似たようなワークショップが開催されていることも多々。よって、ワークショップをワークショップをワークショップをワークショップを開催開催開催開催するするするする前前前前にににに、、、、似似似似たたたた

ようなテーマのワークショップがようなテーマのワークショップがようなテーマのワークショップがようなテーマのワークショップが開催開催開催開催されていないかされていないかされていないかされていないか事前事前事前事前にににに把握把握把握把握するするするする必要必要必要必要がありますし、あったとしたら議論議論議論議論のののの

内容内容内容内容やややや成果成果成果成果をををを見見見見せてもらいせてもらいせてもらいせてもらい、、、、そのそのそのその中中中中からからからから抽出抽出抽出抽出できるモノがあればできるモノがあればできるモノがあればできるモノがあれば、、、、わざわざわざわざわざわざわざわざ似似似似たようなワークショップをたようなワークショップをたようなワークショップをたようなワークショップを開催開催開催開催すすすす

るるるる必要必要必要必要はありませんはありませんはありませんはありません。。。。「「「「成果成果成果成果のののの共有共有共有共有」」」」はははは、、、、参加者参加者参加者参加者((((＝＝＝＝住民住民住民住民))))のののの負担負担負担負担をををを軽減軽減軽減軽減するするするすることにつながるのです。

また、ワークショップの参加者選びにも工夫が必要です。「〇〇に関するワークショップを開催するので、地

域から〇名推薦お願いします」という依頼文が出されますが、地域側(≒地域協働体、自治会、各種組織)は依頼

側が想定するよりも住民との関係性が多様ではないという現実が。案内をいただいた人(自治会長や区長、地域

協働体の長、事務局など)の知っている範囲でしか声をかけられないため、‘‘‘‘声声声声がかかるがかかるがかかるがかかる人人人人はいつもはいつもはいつもはいつも同同同同じじじじ’’’’とい

う状態に。これでは、せっかくのワークショップも‘多様な視点での話し合い’とはならず、それこそ10年前の

課題が今も同じように述べられている状態になってしまいます。「みんなで結論を創り出す」ために有効なワー

クショップですが、人口減少人口減少人口減少人口減少によってプレーヤーがによってプレーヤーがによってプレーヤーがによってプレーヤーが減少減少減少減少するするするする中中中中にあってはにあってはにあってはにあっては、、、、単単単単なるなるなるなる「「「「住民住民住民住民のののの負担負担負担負担のののの増加増加増加増加」」」」にににに終終終終

わってしまうわってしまうわってしまうわってしまうのです。

市民の参加・参画を謳う行政は、いかにいかにいかにいかに‘‘‘‘これまでこれまでこれまでこれまで関関関関わったことのないわったことのないわったことのないわったことのない市民市民市民市民とととと出会出会出会出会うううう工夫工夫工夫工夫’’’’ができるかができるかができるかができるかが問わ

れますし、仲介役となる地域母体では、常日頃常日頃常日頃常日頃からからからから住民住民住民住民のののの把握把握把握把握にににに努努努努めめめめ、、、、日日日日ごろのごろのごろのごろの関係性関係性関係性関係性をををを築築築築きききき、、、、多様多様多様多様にににに声声声声がかけがかけがかけがかけ

られるられるられるられる状態状態状態状態をををを築築築築いておかないといておかないといておかないといておかないと、、、、せっかくのワークショップもマンネリせっかくのワークショップもマンネリせっかくのワークショップもマンネリせっかくのワークショップもマンネリ化化化化してしまいます。

「一関市後期総合計画基本計画」策定に係るワークショップ(令和元年度に実施)の設計を依頼された際には、

上記のような状況を避けるために、「「「「無作為抽出無作為抽出無作為抽出無作為抽出」」」」で参加者をピックアップし、案内をかけてもらいました。現

場に立つ我々でも出会出会出会出会ったことがないったことがないったことがないったことがない参加者参加者参加者参加者ばかりでばかりでばかりでばかりで、、、、意見意見意見意見がががが斬新斬新斬新斬新だっただっただっただったことを記憶しています。

人(参加者)が変われば話題に上る話も変わ

りますが、ワークショップ未経験の方(≒地

域づくり・まちづくりに関する会議に参加す

る機会の少ない人)の意見ほど興味深いもの

です。そして、無作為抽出によって選ばれて

きた参加者にとっては、新たな関係性の構築

にもつながり、少なからず「「「「まちまちまちまち」」」」やややや「「「「地地地地

域域域域」」」」にににに関心関心関心関心をもってもらうをもってもらうをもってもらうをもってもらう機会機会機会機会になります。

良かれと思って開催するワークショップが

落とし穴にはまらないように、書き留めてお

きます。

令和元年度に開催された「一関市後期総合計画基本計画」策定に係るワークショップ。「無作為抽出(20歳以上～80歳未満)及び推薦」で集められた市民が、２会場各2回で一関市が５年後にあるべき姿を検討。「よく分からないけど案内が届いたから来た。地域活動には関わったこともない」という参加者も多く、まさに多様な視点でのワークショップに！推薦で参加した‘常連さん’にとっても良い刺激となりました。



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
59595959

９10

当地域出身の偉人に関する‘ついつい気になる疑問’である「末裔」。偉人そのも

のの功績もさることながら、その末裔を調査し、会いに行く「末裔調査ファイル」の

第２弾(第１弾は芦東山(2020年11月号))！今回は知る人ぞ知る当地域出身の大相撲力

士・宮城山をピックアップします。第29代横綱であり、「天覧相撲」として昭和天皇

の前で土俵入りもしたことのある、まさに郷土の偉人です。その人生と末裔を追いま

した！ ※文献や資料によって史実と年齢が合わないものがあり、今回は史実を優先に年齢を計算しています。

山

目

村

の

誇

り

・

横

綱

「

宮

城

山

福

松

」

1895 現・一関市五代町で人力車夫をしていた佐藤丑蔵の五男として誕生。

1905 尋常高等小学校の尋常課のみで卒業し、近所の醤油店に勤めていたが、まもなく家業を手伝い、人力車夫となる。

1908

前年、岩手巡業に来た常陸山谷右エ門の一行を見て力士に憧れを抱いていたが、相撲界に入りたい気持ちが強くなり、人力車夫をやめ、親

に黙って上京。理髪店に住み込みで働くが、相撲への気持ちで仕事には身が入らず、本場所ごとに足を運んでいた。

1910 出羽ノ海部屋(東京相撲)に弟子入りを懇願し、入門。猛稽古に励み、「岩手川」の四股名で初土俵をふむ。アメリカ巡業にも参加。

1913

三段目に昇進。岩手川がまだ許されていない大銀杏を結っていると、兄弟子に「生意気だ」と殴られ、出羽ノ海部屋を抜け出す。

相撲を続けるため、大阪へ。大阪相撲の高田川部屋に入門(原敬の紹介)。四股名を「宮木山(後に宮城山)」に改名する。

1916 入幕(22歳)。東京相撲で鍛えていたこともあり、翌年１月に関脇に、１月場所後には大関に昇進。

1922 １月場所で10戦全勝を果たし、吉田司家からの横綱免許を取得(大阪相撲４人目)。しかし、昇進直前に瘭疽を発症、その後休場が続いた。

1925

東京と大阪の相撲協会が合併準備開始。番付統合を行うため技量審査を兼ねた「東西両連名相撲」が開催されるが、宮城山をはじめとする

大阪相撲力士は惨敗。宮城山も「小結程度」と評された。

1927

大日本相撲協会発足。大阪相撲だった力士の多くが大阪相撲より低い番付に組み込まれる中、宮城山は吉田司家から横綱免許が授与された

正式な横綱ということもあり、合併後も「張出横綱(第29代横綱)」として編入。合併後初の本場所では10勝１敗で、幕内最高優勝を達成。

1929 巡業先(高知県)で現在の高知市出身の寿美栄さんにひとめぼれし、結婚。※前年には合併後２度目の優勝を達成している。

1930 天皇が大相撲を観覧する「天覧相撲」で、宮城山も土俵入り。両陛下からねぎらいのお言葉を受ける。

1931 ３度目となる皆勤負け越しを記録してしまい、５月場所を最後に引退。地元一関市に巡業の際、釣山下で断髪式を行った。

1943 引退後、年寄となり勝負審判を務めながら親方として芝田山部屋も経営していたが、妻の郷土・高知市で巡業中、脳溢血で急死。

宮城山福松(佐藤福松)
幕内戦歴(合併後)
90勝70敗１痛分26休(17場所)
幕内戦歴(大阪)
102勝24敗６分５預63休(20場所)
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宮城山は昭和４年、巡業先の高知県で、当時26歳だった寿美栄さんと出会い、結

婚。２人のののの養子養子養子養子と一人娘一人娘一人娘一人娘をもうけます。血のつながった娘は、商社マンと結婚し、

家を出て行きました。その後の詳細は親族でも把握しきれていないようです。

※養子の１人(現在90代)は兵庫県在住とのことですが、高齢につき詳細なヒアリン

グ不可。

８人兄弟の五男として生まれた宮城山ですが、誰も生家を継ぐことができず、嫁嫁嫁嫁

いでいでいでいで鈴木姓鈴木姓鈴木姓鈴木姓になっていたになっていたになっていたになっていた三女三女三女三女のマサののマサののマサののマサの長男長男長男長男((((正雄正雄正雄正雄))))がががが佐藤佐藤佐藤佐藤にににに改改改改めめめめ、、、、生家生家生家生家をををを継継継継ぐぐぐぐことに

(子どもに恵まれなかったマサは、養女を迎えますが、その後に長男の正雄を授かっ

ている)。

正雄正雄正雄正雄((((＝＝＝＝宮城山宮城山宮城山宮城山のののの甥甥甥甥))))にはにはにはには２２２２人人人人のののの息子息子息子息子がおりがおりがおりがおり、、、、長男長男長男長男のののの正弘正弘正弘正弘がががが宮城山宮城山宮城山宮城山のののの生家生家生家生家でででで暮暮暮暮らしらしらしらし

ていましたていましたていましたていました。正弘正弘正弘正弘((((＝＝＝＝宮城山宮城山宮城山宮城山のののの甥甥甥甥のののの長男長男長男長男))))は妻・喜美子との間に３人の娘を授かりま

すが、令和元年令和元年令和元年令和元年10101010月月月月、、、、73737373歳歳歳歳でででで病病病病によりによりによりにより他界他界他界他界。そのため、宮城山宮城山宮城山宮城山とととと直接的直接的直接的直接的なななな血縁血縁血縁血縁はなはなはなはな

いいいい、、、、甥甥甥甥のののの長男長男長男長男のののの妻妻妻妻にあたるにあたるにあたるにあたる喜美子喜美子喜美子喜美子さんがさんがさんがさんが、、、、生家生家生家生家をををを守守守守っていますっていますっていますっています。。。。

なお、宮城山の妹・ハルヨは子宝に恵まれ、三男の鈴木勇さん(現・一関市五代町

生まれ)が、宮城山に関する資料収集を行うなど、一人のファンとして親類・宮城山

を誇りにしています(本調査にも多大なるご協力をいただきました)。

佐藤喜美子佐藤喜美子佐藤喜美子佐藤喜美子さんさんさんさん

宮城山宮城山宮城山宮城山のののの甥甥甥甥のののの長男長男長男長男のののの妻妻妻妻((((生家家督生家家督生家家督生家家督))))

インタビューインタビューインタビューインタビュー

宮城山福松宮城山福松宮城山福松宮城山福松のののの末裔末裔末裔末裔へへへへ

佐藤喜美子佐藤喜美子佐藤喜美子佐藤喜美子 ((((さとうきみこさとうきみこさとうきみこさとうきみこ）：）：）：）：

昭和昭和昭和昭和23232323年生年生年生年生まれまれまれまれ。。。。東山町松川東山町松川東山町松川東山町松川にににに生生生生まれまれまれまれ、、、、昭和昭和昭和昭和47474747年年年年にににに宮城山宮城山宮城山宮城山のののの甥甥甥甥のののの長男長男長男長男であるであるであるである正弘正弘正弘正弘とととと結婚結婚結婚結婚。。。。正弘正弘正弘正弘のののの他界後他界後他界後他界後、、、、生家生家生家生家をををを守守守守っているっているっているっている。。。。

◆◆◆◆宮城山宮城山宮城山宮城山はどんなはどんなはどんなはどんな人人人人だったとだったとだったとだったと聞聞聞聞いているいているいているいている？？？？

―――― 芯芯芯芯がががが強強強強くくくく、、、、努力家努力家努力家努力家でででで、、、、面倒見面倒見面倒見面倒見がよくがよくがよくがよく、、、、気遣気遣気遣気遣いができるいができるいができるいができる人人人人だったとだったとだったとだったと聞聞聞聞いていますいていますいていますいています。。。。想像想像想像想像

ですがですがですがですが、、、、引退後引退後引退後引退後はははは親方業親方業親方業親方業のののの気疲気疲気疲気疲れでれでれでれで早死早死早死早死にしてしまったのかもしれませんにしてしまったのかもしれませんにしてしまったのかもしれませんにしてしまったのかもしれません。。。。

宮城山亡宮城山亡宮城山亡宮城山亡きききき後後後後もももも、、、、一関一関一関一関へのへのへのへの巡業巡業巡業巡業にはにはにはには弟子弟子弟子弟子のののの宮錦宮錦宮錦宮錦((((平成平成平成平成４４４４年年年年にににに逝去逝去逝去逝去))))のののの尽力尽力尽力尽力があったよがあったよがあったよがあったよ

うなのでうなのでうなのでうなので、、、、弟子弟子弟子弟子にもにもにもにも慕慕慕慕われていたことがわかりますわれていたことがわかりますわれていたことがわかりますわれていたことがわかります。。。。

◆◆◆◆宮城山宮城山宮城山宮城山ゆかりのゆかりのゆかりのゆかりの品品品品やややや遺品等遺品等遺品等遺品等はあるはあるはあるはある？？？？

―――― 横綱時代横綱時代横綱時代横綱時代のののの手形手形手形手形がありがありがありがあり、、、、大大大大きいなぁときいなぁときいなぁときいなぁと思思思思いながらいながらいながらいながら見見見見ていますていますていますています。。。。

あとはあとはあとはあとは、、、、夫人夫人夫人夫人のののの寿美栄寿美栄寿美栄寿美栄さんがさんがさんがさんが一関巡業一関巡業一関巡業一関巡業にににに来来来来たたたた際際際際のののの新聞新聞新聞新聞のののの切抜切抜切抜切抜をををを資料資料資料資料としてとしてとしてとして残残残残していしていしていしてい

ますますますます。。。。実実実実はははは宮城山宮城山宮城山宮城山がががが実際実際実際実際にににに住住住住んでいたんでいたんでいたんでいた生家生家生家生家はははは火事火事火事火事にあいにあいにあいにあい、、、、リフォームしていますリフォームしていますリフォームしていますリフォームしています。。。。

ただただただただ、、、、新聞記事新聞記事新聞記事新聞記事やややや一関巡業一関巡業一関巡業一関巡業のののの時時時時のののの写真等写真等写真等写真等はははは無事無事無事無事でででで、、、、今今今今もももも保管保管保管保管していますしていますしていますしています。。。。

◆◆◆◆生家生家生家生家のののの今後今後今後今後についてについてについてについて

―――― 宮城山宮城山宮城山宮城山のことをのことをのことをのことを知知知知るるるる地元住民地元住民地元住民地元住民もももも少少少少なくなってきているとなくなってきているとなくなってきているとなくなってきていると思思思思いますしいますしいますしいますし、、、、改改改改めてめてめてめて伝伝伝伝えようにもえようにもえようにもえようにも、、、、

親類等親類等親類等親類等からからからから聞聞聞聞いたいたいたいた話話話話でしかないのででしかないのででしかないのででしかないので、、、、自分自分自分自分たちにはたちにはたちにはたちには難難難難しいですしいですしいですしいです。。。。

ゆかりのゆかりのゆかりのゆかりの品品品品などもなどもなどもなども、、、、今後誰今後誰今後誰今後誰がががが管理管理管理管理していくかしていくかしていくかしていくか決決決決まっているわけではないのでまっているわけではないのでまっているわけではないのでまっているわけではないので、、、、もしもしもしもし管理管理管理管理できるできるできるできる人人人人がいるのであればがいるのであればがいるのであればがいるのであれば、、、、ありがたいですありがたいですありがたいですありがたいです。。。。

宮城山宮城山宮城山宮城山のののの生家生家生家生家があったがあったがあったがあった場所場所場所場所にににに建建建建つこのつこのつこのつこの家家家家のののの前前前前にはにはにはには、、、、地元地元地元地元・・・・五代民区有志五代民区有志五代民区有志五代民区有志がががが建建建建てたてたてたてた宮城山宮城山宮城山宮城山のののの記念碑記念碑記念碑記念碑やややや、、、、一関市教育委員会一関市教育委員会一関市教育委員会一関市教育委員会がががが

設置設置設置設置したしたしたした宮城山宮城山宮城山宮城山のののの功績功績功績功績をまとめたをまとめたをまとめたをまとめた看板看板看板看板もあるのでもあるのでもあるのでもあるので、、、、娘娘娘娘たちのたちのたちのたちの誰誰誰誰かがこのかがこのかがこのかがこの家家家家をををを継継継継いでくれたらいでくれたらいでくれたらいでくれたら嬉嬉嬉嬉しいですねしいですねしいですねしいですね。。。。

本誌に掲載しきれなかった画像等は、当センターホームページにて公開しています

大正11年、横綱に昇進直後の岩手県への地方巡業の

際、お世話になった故・原敬に横綱昇進を報告する

ため、盛岡の原敬の眠る墓前にて土俵入りを奉納。

その時の様子。

末末末末裔裔裔裔
フフフフアアアアイルイルイルイル2 宮城山福松宮城山福松宮城山福松宮城山福松((((佐藤福松佐藤福松佐藤福松佐藤福松))))

大阪相撲最後大阪相撲最後大阪相撲最後大阪相撲最後のののの横綱横綱横綱横綱

昭和22年、宮城山の33回忌を迎えるにあたり、甥の佐藤正雄

さん含む一関市内の有志が「宮城山顕彰会」を設立し、法要

等の準備を行った。また、33回忌に合わせて一関に地方巡業

を勧進すべく「宮城山会」も発足。２者が協力し、一関大相

撲場所が見事開催された。その後も連続６回一関大相撲場所

が開催されている。

【写真右】昭和50年8月4日、一関市体育文化会館で行われた

６場所目の大相撲一関場所の様子。

【写真左】６場所目に当日集まった宮城山の関係者。中央が

宮城山の妻・寿美栄さん、右端が甥の正雄さん、その向かっ

て左が現在生家を守る喜美子さん。

※画像・資料提供：鈴木勇氏

引退後の宮城山は、年寄として勝負審判を務めながら、両国国技館近くに「芝田山部

屋」を設け、岩手県出身の力士(宮錦(宮古)、高田山(千厩)等)を積極的に抱えました。

1943年(昭和18年)、妻・寿美栄さんの故郷・高知市での巡業中に脳溢血で倒れ、49歳にし

て急死。一関市山目の「円満寺」にて眠っています。

ちなみに「宮城山」という四股名は、福松の故郷・旧山目村が伊達藩領だったことから、

親方が命名(「岩手川」からの改名)したのだとか……。
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鈴木勇氏(宮城山親類・茨城県在住)/蜂谷緑氏(岩手相撲甚句会)

▲円満寺にある「宮城山福松之碑」


